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平成 23 年４月８日 

 

各      位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 10 月５日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 
 

記 

 
１．平成 23年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年３月１日～平成 23 年２月 28 日） 

  （単位：百万円） 

   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 3,300 80 90 20 0 円 64 銭

今 回 発 表 予 想             （Ｂ） 3,244 70 72 △7 △0 円 23 銭

増  減  額           （Ｂ－Ａ） △56 △10 △18 △27 ― 

増 減 率             （％） △1.6 △12.5 △20.0 ― ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年 2 月期） 

2,347 △200 △223 △207 △6 円 70 銭

 

２．平成 23 年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年３月１日～平成 23 年２月 28 日） 

 （単位：百万円） 

   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 2,600 70 70 △90 △2 円 90 銭

今 回 発 表 予 想             （Ｂ） 2,544 55 51 △109 △3 円 53 銭

増  減  額           （Ｂ－Ａ） △56 △15 △19 △19 ― 

増 減 率             （％） △2.1 △21.4 △27.1 ― ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年 2 月期） 

1,060 △130 △130 54 1 円 75 銭
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３．修正の理由 

（１）【連結】平成 23 年２月期通期連結業績予想について 

不動産事業におきまして、「分譲マンション開発事業」「宅地分譲事業」ともに、値引・追加工事 

の発生等により売上高および利益率が減少する見込みであります（それぞれ事業としての収益は確

保しております）。 

また、繊維事業を行う株式会社ドーコーボウ（以下「ドーコーボウ」という）におきまして、12

月に織物部門からの撤退による在庫処分を行ったことに伴い、特別損失 26 百万円を計上いたしまし

た（詳細は、平成 22 年 12 月 21 日付「子会社における事業の一部廃止及び特別損失の計上に関する

お知らせ」をご参照下さい）。さらに貸倒実績率が増加したことに伴い、平成 23 年２月期末におい

て、貸倒引当金繰入額（販売費および一般管理費）として約 18 百万円を計上いたしました。 

  これらの結果、当連結会計年度における売上高、営業利益、経常利益は計画を下回りますが、営

業損益面では４期振りの黒字となります。当期純利益につきましてはドーコーボウにて発生した上

記 26 百万円の特別損失を埋めるには至らず、△７百万円となる見込みでありますので、上記のとお

り計画を修正いたします。 

 

（２）【個別】平成 23 年２月期通期個別業績予想について 

上記記載のとおり、不動産事業におきまして、「分譲マンション開発事業」「宅地分譲事業」とも 

に、値引・追加工事の発生等により売上高および利益率が減少する見込みであります。 

 この結果、当事業年度における売上高、営業利益、経常利益は計画を下回りますが、営業損益面

では４期振りの黒字となります。当期純利益につきましてはドーコーボウの純資産額の減少に伴い、

関係会社株式評価損として計上した約１億 81 百万円の特別損失（詳細は、平成 22 年 10 月５日付「特

別損失の計上に関するお知らせ」をご参照下さい）を埋めるには至らず、△１億９百万円となる見

込みでありますので、上記のとおり計画を修正いたします。 

 

（注）上記の予想につきましては、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

   

以上 

 


